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6．合同な図形 図形の形や大きさが決まる要
素や図形の合同について理解
するとともに、合同な図形を弁
別したりかいたりすることができ
る。

図形を構成する要素や図形間
の関係に着目し、合同な図形
の性質を見いだし、その性質を
筋道を立てて説明している。

合同という観点で既習の図形
の性質を見直したり、対角線に
着目して合同な図形をとらえた
りしたことを振り返り、多面的に
とらえ検討してよりよいものを求
めて粘り強く考えたり、数学の
よさに気づき学習したことを今
後の生活や学習に活用しようと
したりしている。

4．小数のかけ算 乗数が小数の場合の乗法の意
味や、小数の乗法についても整
数の場合と同じ関係や法則が
成り立つことを理解するととも
に、乗数が小数の場合の乗法
の計算ができる。

乗法の意味に着目し、乗法の
性質を活用して、乗数が小数の
場合の乗法の計算の仕方を図
や式などを用いて考え表現して
いる。

乗数が小数の場合の乗法の意
味をとらえ直したり、その計算
方法について図や式などを用
いて考えた過程や結果を振り
返り、多面的にとらえ検討して
よりよいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気づき
学習したことを今後の生活や学
習に活用しようとしたりしてい
る。

5．小数のわり算 除数が小数の場合の除法の意
味について理解するとともに、
除数が小数の場合の除法の計
算ができる。

除法の意味に着目し、除法の
性質を活用して、除数が小数の
場合の除法の計算の仕方を図
や式などを用いて考え表現して
いる。

除数が小数の場合の除法の意
味をとらえ直したり、その計算
方法について図や式などを用
いて考えた過程や結果を振り
返り、多面的にとらえ検討して
よりよいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気づき
学習したことを今後の生活や学
習に活用しようとしたりしてい
る。

1．整数と小数 整数及び小数について、10倍、
100倍、1000倍（1/10、1/100、
1/1000）したときの位や小数点
の位置の移動の仕方を理解
し、それらの大きさの数をつくる
ことができる。

数の表し方に着目し、整数及び
小数について十進数として統合
的にとらえるとともに、十進位取
り記数法の仕組みを基に図や
式を用いて計算の仕方を考え
表現している。

整数及び小数の十進数として
の特徴について統合的にとらえ
たり、数学のよさに気づき学習
したことを今後の生活や学習に
活用しようとしたりしている。

2．直方体や立方体の体積 体積の単位を知り、計算による
立方体及び直方体の体積の求
め方について理解するととも
に、体積を求めることができる。

体積の単位や立体を構成する
要素に着目し、立体の体積の
求め方を考えるとともに、体積
の単位とこれまでに学習した単
位との関係を統合的にとらえ、
説明している。

立体の体積の単位や体積の求
め方について、数学的に表現・
処理したことを振り返り、多面
的にとらえ検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考えたり、
数学のよさに気づき学習したこ
とを今後の生活や学習に活用
しようとしたりしている。

3．比例 簡単な場合について比例の関
係があることを知り、表を用い
て比例の関係を見いだすことが
できる。

伴って変わる2つの数量の関係
に着目し、表を用いて比例の関
係をとらえ、比例の関係を使っ
た問題解決の仕方を考え、説
明している。

簡単な場合の比例の関係につ
いて、表を用いて考えた過程や
結果を振り返り、多面的にとら
え検討してよりよいものを求め
て粘り強く考えたり、数学のよさ
に気づき学習したことを今後の
生活や学習に活用しようとした
りしている。
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8．偶数と奇数、倍数と約数 偶数、奇数、及び倍数、約数に
ついて知り、それらの意味につ
いて理解するとともに、偶数と
奇数を類別したり倍数と約数を
求めたりすることができる。

乗法及び除法に着目し、整数を
偶数と奇数の2つの集合に類別
してとらえたり、倍数と約数の
集合をとらえたりするとともに、
整数の性質を図や式を用いて
考え表現している。

整数の性質について、観点を
決めて類別したり、倍数と約数
の集合をとらえたりした過程や
結果を振り返り、多面的にとら
え検討してよりよいものを求め
て粘り強く考えたり、数学のよさ
に気づき学習したことを今後の
生活や学習に活用しようとした
りしている。

7．図形の角 三角形の内角の和について理
解し、それを基に四角形や他の
多角形の内角の和を求めるこ
とができる

図形の角に着目し、三角形の
内角の和についての性質を見
いだし、それを基に四角形や他
の多角形の内角の和について
演繹的に考え、説明している。

三角形の内角の和が180°で
あることを基に、四角形や他の
多角形の性質を考えた過程や
結果を振り返り、多面的にとら
え検討してよりよいものを求め
て粘り強く考えたり、数学のよさ
に気づき学習したことを今後の
生活や学習に活用しようとした
りしている。

11．平均 平均の意味について理解する
とともに、測定した結果の平均
を求めることができる。

概括的にとらえることに着目し
て、測定した結果を平均する方
法や平均から全体量を求める
方法を図や式などを用いて考
え表現している。

平均の意味や、測定した結果を
平均する方法を、図や式などを
用いて考えた過程や結果を振
り返り、多面的にとらえ検討し
てよりよいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気づき
学習したことを今後の生活や学
習に活用しようとしたりしてい
る。

12．単位量あたりの大きさ 異種の2量の割合としてとらえら
れる数量について、速さなど単
位量当たりの大きさの意味及
び表し方について理解し、速さ
や単位量当たりの大きさを求め
たり、比べたりすることができ
る。

異種の2量の割合としてとらえら
れる数量の関係に着目し、目
的に応じて大きさを比べたり表
現したりする方法を図や式など
を用いて考え表現している。

速さなど単位量当たりの大きさ
の意味及び表し方を、図や式な
どを用いて考えた過程や結果
を振り返り、多面的にとらえ検
討してよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよさに気
づき学習したことを今後の生活
や学習に活用しようとしたりして
いる。

9．分数と小数、整数の関係 整数の除法の結果は分数を用
いると1つの数で表せることや、
分数と小数、整数の関係を理
解するとともに、 a÷bをa/b、
a/bをa÷bとみたり、分数を小
数で表したり、小数、整数を分
数の形になおしたりすることが
できる。

分数の表現に着目し、分数を
整数の除法の結果としてとらえ
たり、分数と小数、整数の関係
をとらえたりするとともに、それ
らを分数や式を用いて考え表
現している。

整数の除法の結果を分数で表
したり、分数と小数、整数の関
係を考えたりした過程や結果を
振り返り、多面的にとらえ検討
してよりよいものを求めて粘り
強く考えたり、数学のよさに気
づき学習したことを今後の生活
や学習に活用しようとしたりして
いる。

10．分数のたし算とひき算 分数の性質や通分、約分の意
味、異分母の分数の加法及び
減法の意味について理解する
とともに、通分や約分、異分母
の分数の加減計算ができる。

単位分数に着目して、分数の
相当及び大小関係や、異分母
の分数の加減計算の仕方を図
や式などを用いて考え表現して
いる。

通分や約分の意味や、異分母
の分数の加法及び減法の計算
の仕方を、図や式などを用いて
考えた過程や結果を振り返り、
多面的にとらえ検討してよりよ
いものを求めて粘り強く考えた
り、学習したことを今後の学習
に活用しようとしたりしている。



13．四角形と三角形の面積 平行四辺形、三角形、台形、ひ
し形などの面積の求め方を理
解し、公式を用いて面積を求め
ることができる。

平行四辺形、三角形、台形、ひ
し形などの構成要素や性質に
着目し、既習の面積の求め方
を基にして、図や式を用いて面
積の求め方を考え、表現してい
る。

平行四辺形、三角形、台形、ひ
し形などの面積を、図や式など
の数学的表現を用いて考えた
過程を振り返り、多面的にとら
え検討してよりよいものを求め
て粘り強く考えたり、数学のよさ
に気づき学習したことを今後の
生活や学習に活用しようとした
りしている。

18．角柱と円柱 角柱、円柱の意味や性質につ
いて理解し、角柱、円柱の展開
図をかいて構成することができ
る。

図形を構成する要素に着目し、
角柱、円柱の構成要素やそれ
らの位置関係の性質を見いだ
し、その性質を基に既習の図形
をとらえ直し、説明している。

既習の図形を角柱としてとらえ
直したり、角柱、円柱の性質を
考察したりした過程や結果を振
り返り、多面的にとらえ検討し
てよりよいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気づき
学習したことを今後の生活や学
習に活用しようとしたりしてい
る。

16．変わり方調べ 伴って変わる2つの数量につい
て、表や式、図を用いて変化や
対応の特徴を調べ、式に表す
ことができる。

伴って変わる2つの数量の関係
に着目し、表や式、図を用いて
その関係を説明している。

伴って変わる2つの数量の関係
について、表や式、図を用いて
考えた過程や結果を振り返り、
多面的にとらえ検討してよりよ
いものを求めて粘り強く考えた
り、数学のよさに気づき学習し
たことを今後の生活や学習に
活用しようとしたりしている。

17．正多角形と円周の長さ 正多角形の性質や円周率の意
味を理解し、円を使って正多角
形をかいたり、円周率を使って
直径や円周の長さを求めたり
することができる。

図形を構成する要素や図形間
の関係に着目し、正多角形の
性質を見いだしたり、円を使っ
た正多角形のかき方を考えた
り、円周率が一定であることを
とらえたりして、説明している。

円と関連させて正多角形の性
質やかき方を考えたり、円周率
について帰納的に考えたりした
過程を振り返り、多面的にとら
え検討してよりよいものを求め
て粘り強く考えたり、数学のよさ
に気づき学習したことを今後の
生活や学習に活用しようとした
りしている。

14．割合 2つの数量の関係について、割
合を用いた比べ方や百分率の
表し方などを理解し、割合を用
いて比べたり、割合や百分率を
求めたりすることができる。

2つの数量の関係に着目し、倍
の意味を基に、割合を用いた比
べ方や表し方を図や式などを
用いて考え表現している。

2つの数量の関係の比べ方や
表し方などを、図や式などを用
いて考えた過程や結果を振り
返り、多面的にとらえ検討して
よりよいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気づき
学習したことを今後の生活や学
習に活用しようとしたりしてい
る。

15．帯グラフと円グラフ 円グラフや帯グラフの特徴とそ
れらの用い方や、データの収集
や適切な手法の選択などを理
解し、統計的な問題解決をする
ことができる。

目的に応じてデータを集めて分
類整理し、データの特徴や傾向
に着目し、問題を解決するため
に適切なグラフを選択して判断
し、その結論について多面的に
とらえ考察している。

統計的な問題解決の方法につ
いて、数学的に表現・処理した
過程や結果を振り返り、多面的
にとらえ検討してよりよいものを
求めて粘り強く考えたり、数学
のよさに気づき学習したことを
今後の生活や学習に活用しよ
うとしたりしている。


